
 
会  議  録 

会議の名称 令和４年度第２回川越市医療問題協議会 

開催日時 令和４年 10月 20日㈭ 15時 00分 開会 ・16時 15分 閉会 

開催場所 環境プラザ（つばさ館）３階 研修室 

議長（委員長・

会長）氏名 
齊藤正身会長、矢部節副会長 

出席者（委員）

氏名（人数） 

齊藤正身会長、矢部節副会長、増田俊和委員、元山猛委員、池袋賢

一委員、松本吉郎委員、中野文夫委員、別宮好文委員、髙田栄子委

員、米谷美奈子委員、村田一男委員、長峰す美子委員、栗原瑞治委

員、柿田有一委員、小ノ澤哲也委員、齋藤匡央委員（16名） 

欠席者（委員）

氏名（人数） 
天野勉委員、吉田幸子委員、近内晴美委員（3名） 

事務局職員等 

職・氏名 

渡邉靖雄保健医療部長、野口暁則保健医療部副部長兼保健医療推進

課長、丸山浩保健所長、村川満佐也保健所副所長、若林昭彦保健所

副所長、中島仁保健医療部参事兼保健総務課長、波田野泰弘保健医

療部参事兼保健予防課長、小野寺雅樹国民健康保険課長、内田修弘

高齢・障害医療課長、比留間雅彦新型コロナウイルスワクチン接種

対策室長、武田泰幸食品・環境衛生課長、島田純一衛生検査課長、

伊藤純健康管理課長、後藤知美健康づくり支援課長、岩田裕美保健

医療推進課副課長、三島菜波保健医療推進課主査、矢島健太保健医

療推進課主事 

傍聴希望者 1名 

会

議

次

第 

１ 開会 

２ 副会長あいさつ 

３ 部長あいさつ 

４ 委員紹介 

５ 職員紹介 

６ 議事 

⑴  会長の選任について 

⑵  第三次川越市保健医療計画（原案）に対する意見公募の結果について 

⑶  第三次川越市保健医療計画（案）について 

⑷  答申について 

⑸  進行管理について 

⑹  新型コロナウイルス感染症に係る川越市の状況について 

⑺  その他 

７ 閉会 

配

布

資

料 

・令和４年度第２回川越市医療問題協議会次第 

・川越市医療問題協議会委員名簿 

・川越市医療問題協議会条例 

・資料１ 第三次川越市保健医療計画（案） 

・資料２ 修正箇所等について 



 

・資料３ 第三次川越市保健医療計画（概要版） 

・資料４ 第三次川越市保健医療計画について（答申）（案）  

・参考１ 第三次川越市保健医療計画の策定について（諮問）（写） 

・資料５ 第三次川越市保健医療計画の進行管理について 

・参考２ 第三次川越市保健医療計画 施策評価シート（イメージ） 

・参考３ 施策を構成する事務事業 

・参考４ 第三次川越市保健医療計画 施策・決算クロス表 

・資料６ 新型コロナウイルス感染症に係る川越市の状況について 

・座席表 

・川越市市制施行 100周年記念事業・川越市保健推進員協議会 30周年記念事業

健康体操フェスタ(チラシ) 
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議  事  の  経  過 

発言者 議 題 ・ 発 言 内 容 ・ 決 定 事 項 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

議長 

（副会長） 

 

 

議長 

委員 

 

 

議長 

委員 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開会 
２ 副会長あいさつ 
３ 部長あいさつ 
４ 委員紹介 
５ 職員紹介  
・過半数の委員出席による会議の成立を報告 

・資料確認 

 

６ 議事 
・傍聴者希望者１名だが、会議を公開としてよろしいか。 

→異議なし ＜傍聴者１名入室＞  
（１） 会長の選出 
・会長の選出方法について、意見はあるか。 

・指名推薦ではどうか。 

→異議なし 

 

・会長の推薦はあるか。 

・齊藤正身委員を推薦したい。 

 →異議なし ＜会長は齊藤正身委員に決定＞ 

 

【会長あいさつ】 

 

（２） 第三次川越市保健医療計画（原案）に対する意見公募の 
結果について 

（３） 第三次川越市保健医療計画（案）について 
（４） 答申について   事務局が、資料１～４に基づき説明。 

 

【説明に基づく質問・意見】 

 

（特になし） 

  事務局より答申の方法について説明。 

 ・１０月２８日に、協議会を代表して、会長・副会長から、直接市

長へ答申書をお渡しいただくことでどうか。 

  →異議なし ＜答申は１０月２８日に決定＞ 
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会長 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

（５） 進行管理について   事務局が、資料５に基づき説明。 

 なお、令和３年度の評価は、計画策定後速やかに実施する。 

 令和４年度の評価は、来年度の７～８月を予定している。 

 

【説明に基づく質問・意見】 

 

〇計画を立案する年度では、年間スケジュールに計画策定作業が

追加されるということでよいか。 

 

 令和７年度までの計画のため、令和８年度以降の計画については

来年度以降から始めていく。その際には医療問題協議会で相談させ

ていただく。 

 

〇計画立案、チェックとプランを事務局が日常的に行い、資料を

作成することが重要だと思う。会議に諮る場合の意思決定が事

務局内でどのような体制で行われるのか伺いたい。 

 

担当課において施策毎に評価を行い、庁内推進会議で議論し、ま

とめたものを医療問題協議会で報告する。医療問題協議会で出た意

見を、担当課へフィードバックできるような仕組みで進めていきた

いと考えている。 

 

〇庁内の関係部局は、保健医療部内なのか、関連している他部署

も含まれているのか。 

 

保健医療計画にかかる庁内推進会議は既に設置してある。総合計

画を上位計画としているため、政策部門を入れているほか、福祉・

こども関係の部局も入れてある。 

情報を共有しながら、お互いの進捗状況をしっかりと把握して進

める体制を整えている。 

 

 （６） 新型コロナウイルス感染症に係る川越市の状況について 
     

  事務局が、資料６に基づき説明。 

 

【説明に基づく質問・意見】 

 

〇埼玉医科大学総合医療センターにおいては、医療従事者は、療

養期間を１０日間、無症状者は７日間としており、以前の基準

としている。重症化リスクの高い患者に密接するうえ、７日間

を過ぎてもウイルスが確認された例もあるからである。 
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委員 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

〇第７波で一番困ったことは、元々介護が必要な方が新型コロナ

ウイルスに感染し入院して、退院するときに介護施設に戻れ

ず、入院者数が増えてしまったことである。症状が良くなった

時の引受先が課題だと考えている。 

 

〇コロナが流行したのは災害に近い状況だった。市は大変だった

と思うが、初めの頃は市と医師会との情報交換があまりうまく

いってなかったと思う。ワクチン接種に関しては情報共有が図

れており、市内医療機関からの協力が得られている。コロナが

流行した時の情報についてもっと早く出してもらいたかった。

今は少し落ち着いているが、当時は患者が入院できず、救急体

制も大変だった。今後はいろいろなところと情報交換をしてい

かなければいけない。 

 

○第７波では特に高齢者から、発熱した際に、日常的に使ってい

る医療機関が必ずしも近くにあるわけではなく、どこで陽性の

確定診断が受けられるかわからないという相談が多かった。医

療機関もひっ迫しており、保健所に電話をしてみても、自宅で

少し様子を見るようにという案内があったとも聞いている。抗

原検査キットを入手することも難しかったようだ。 

〇全数把握がなくなり、第７波は一定の収束をみせているが、新

しい波が来るたび、規模が大きくなっている状況である。次の

波も一定程度の陽性者・発熱者が増える状況にあると思う。 

〇保健師等の専門的知識を持つ者から、必要な情報が案内できる

ように、保健所における保健師の体制整備が必要と考える。 

保健師の他にも、事務を行う職員を含め、職員の体制整備を行

う予定があるのか、また、整備する場合の規模も含めて伺いた

い。 

 

今後の感染拡大に備えた体制の規模については、国から埼玉県に

向けて検討するように指示が出ている。今後の埼玉県における発生

動向・推計を分析して、必要な業務とそれに備えた体制を整えられ

るように検討を進めることになる。 

また、関係機関とも、情報共有が図れるように取り組んでいきた

いと考えている。 

 

〇医師会としても、情報共有を進めていく。今は川越市から毎週、

新型コロナウイルス週報が配られるようになり、それを医師会

員で閲覧できるようになっている。次の波が来た時には、実際

に市と顔を合わせながらの連携が必要になってくると思うの

で、積極的に取り組んでいきたいと考えており、総合医療セン

ターとも直接対話ができるような体制をとっていきたい。 
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会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

〇次の波が来ないことが一番だが、このままではいかないだろう

と思う。ワクチン接種が進んでいることから、重症化しないよ

うになっているのも現実である。 

〇クラスターが発生した件数よりも、クラスターが発生した時

に、どれくらいの期間で収束し、拡大が抑えられたのかが大事

である。こうしたデータもあれば、提供していただけるとよい。 

 

（７） その他 
 

事務局が、今後のスケジュールについて説明。 

 ・会議録案を事務局で作成して、委員の皆様に送付する。 

 ・第三次川越市保健医療計画は、市長への答申を経て策定となる。 

策定後は各課で令和三年度の実績評価を行い、庁内会議を経て、

委員の皆様にご報告、ご意見をいただく予定である。 

 書面での開催を予定しており、日程については後日通知をする。 

 

委員より、健康体操フェスタのチラシが配布され、案内があっ

た。 

 

７ 閉会  
閉会 16時 15分 

 

 


